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取付けられ接地するクローラを含む下部構造体とからな
る。下部構造体の主たる役割は，上部構造体からの荷重
を支持し，移動するための駆動力を発生することにある。

3．カーボディ軽量化

3．1　概要

　カーボディは，中央上部に旋回ベアリングを取付ける
面をもち，左右にクローラを抱える構造物である。写真
2にカーボディの外観を示す。写真はクローラを取付け
る前の構造体である。
　カーボディに求められる構造要件は，吊荷時の剛性・
強度である。本開発では，最初に曲げ・ねじり剛性を最
大化するため，与



枚のブラケットのうち，内側に荷重の多くが作用するこ
とによる。外側ブラケットは図2のD部円孔の手前で控
え，当該部の応力集中を緩和した。ただし，下側はブラ
ケット自身への応力集中を緩和するため，板下側を円孔
側へ伸ばした（図 2の E）。以上の結果で，高剛性で許容
応力を満たす構造とすることができた。
3．3．2　クローラ締結－旋回ベアリング支持円環荷重伝

達形状

　今回採用した箱構造のカーボディは，吊荷作業時に曲
げ荷重とねじり荷重を受けるため，箱の天板と底板が座


